
　　件数

負傷事故

15(13)

合計（昨年度）

45（34）

内容 交通事故【加害】

18（16）

交通事故【被害】

12 ※不明1件含む　(5)
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寄り添う事務所 ・ 育成する事務所

昨年より交通事故も負傷事故も増加しています。特に交通事故【加害】は、不注意に

よる追突や自転車追い越し時の接触などが多いです。笑顔で心身ともに健康な状態で子供たちと向

き合って教育活動するためにも、安全な運転、行動に心がけましょう。

本気でゼロにするために

令和４年６月14日に県立学校職員による酒気帯び運転事案が発生し、８月25日付で懲戒免職処分

が行われたことを受け、「教職員の不祥事を本気でゼロにするために」をテーマに各市町村教育委

員会、水戸教育事務所主催の校長研修会を開催しました。実践している効果的な取組を紹介します。

各学校において、コンプライアンス意識をもった教育活動、工夫ある取組に感謝いたします。全

ての教職員とその家族、関係者が健康で幸せに生活を営むことができるよう、今後も引き続き高い

コンプライアンス意識の醸成をお願いいたします。日々の積み重ねが、児童生徒・保護者・地域か

ら信頼される学校につながります。

付箋紙を活用した

協議（那珂市）

校長研修会

（ひたちなか市）

校長研修会

（水戸教育事

務所）

不祥事

【コンプライアンス研修の工夫】

・処分後の社会的影響、生活のイメージ

・外部人材活用

（警察官、スクールロイヤー、学校運営協議会）

・実習を伴う研修（アルコール摂取と分解の時間）

・合言葉や標語づくりによる意識の高揚と日常化

【実態把握】

・管理職による職員の飲酒状況把握

・飲酒会場への移動手段、

プリベンダーの確認

・アルコールチェッカー所持及び活用の確認

【飲酒機会のルールづくり】

・22時以降の飲酒禁止

・飲酒の翌朝の呼気チェックの義務化

【その他】

・車内に啓発メッセージと家族写真の掲示

・家族向けの資料配付

・養護教諭との連携・研修 （検診結果の活用、健康相談）

教職員の事故多し（9月30日現在の教職員による事故状況）


